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みよし商工まつりに市議会ブースを出展

三 次 市 議 会

AndroidiOS

「マチイロ」アプリでスマホからも
議会だよりをご覧いただけます。

▶ こんなことが決まりました ‥‥‥‥‥  2
▶ 市議会ブースを出展しました ‥‥‥‥  5
▶ 中学生・高校生との意見交換会 ‥‥‥‥  6
▶ 三次市議会「議員と話そう」 ‥‥‥‥‥  7
▶ 市政を問う（一般質問） ‥‥‥‥‥‥‥  8

令和 5 年 12 月定例会終わる

市議会だより
みよし



■ 12 月定例会　審議結果（全員一致以外のもの）　　　 ○…賛成　×…反対
会

派
ともえ 清友会 明日への風 真正会 会派 未来 公明党

日
本
共
産
党

区　　分
結

果
小
田
新
家
弓
掛
藤
井
月
橋
宍
戸
保
実
山
村
重
信
山
田
掛
田
藤
岡
徳
岡
増
田
杉
原
齊
木
鈴
木
横
光
竹
原
大
森
新
田
黒
木
中
原
伊
藤

議案第１０９号
三次市行政組織条例等の一部を改
正する条例　【議員提出修正案】

（
賛
成
多
数
）

可　

決
○○○○○××

議　

長
××○×××○○○○×××○○×

議案第１０９号
三次市行政組織条例等の一部を改
正する条例　【委員会修正案】

（
賛
成
少
数
）

否　

決
×××××○○

議　

長
○○×○○○××××○○○××○

　

可
決
さ
れ
た
条
例

■
三
次
市
遊
休
財
産
等
利
活
用
促
進
条
例

■
三
次
市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
三
次
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

■
三
次
市
行
政
組
織
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
三
次
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

■
三
次
市
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
設
置
及
び

管
理
条
例
及
び
三
次
市
小
規
模
多
機
能
施
設
設
置

及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
三
次
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
■
三
次
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
三
次
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
三
次
市
立
中
学
校
寄
宿
舎
設
置
及
び
管
理
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

■
三
次
市
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
条
例 全

員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

修
正
可
決

全
員
一
致

■
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

　
（
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
・
３
件
）

■
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

■
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

■
財
産
の
無
償
譲
渡
及
び
無
償
貸
付
に
つ
い
て

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
２
件
）

■
三
次
市
公
益
通
報
審
査
会
委
員
の
委
嘱
の
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

そ
の
他
の
議
案
・
報
告

意
見
書

■
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
情
勢
を
憂
慮
し
即
時
停
戦

と
人
道
支
援
を
求
め
る
意
見
書

■
地
籍
調
査
の
一
層
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

■
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
へ
の
助
成
制
度
の
創
設
を
求
め

る
意
見
書

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

議案の内容は
こちら

意見書等は
こちら

※議員提出修正案…現在の支所次長（課長級）を支所長とする修正案
　委員会修正案…現在の支所長、支所次長の体制をそのままとする修正案

こんなことが決まりました
１２月定例会を１２月１日（金）から１２月１５日（金）
まで開催し、議案25 件及び意見書３件を原案の
とおり可決、議案１件を修正可決しました。
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議
案
第
１
０
９
号「
三
次
市
行
政
組
織
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例（
案
）」に
対
す
る
議
員
提
出
修
正
案

　
　
　
　

 　

徳
岡
議
員

　
今
回
の
修
正
案
は
十
分
に
支
所
管
内
の
市
民
へ
情
報

提
供
し
、意
見
を
聞
い
て
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
な
の
か
。

住
民
の
声
を
反
映
し
た
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。

         　

 　
鈴
木
議
員

　
市
の
課
長
級
職
員
は
各
所
属
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
責

任
感
を
持
っ
て
業
務
に
向
き
合
っ
て
い
る
。
今
回
の
修

正
案
に
よ
り
支
所
の
管
理
職
を
１
名
と
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
理
解
で
き
る
。

　
　
　
　

 　

保
実
議
員

　

本
修
正
案
は
支
所
機
能
を
低
下
さ
せ
る
も
の
で
あ

り
、
支
所
廃
止
へ
の
第
一
歩
と
考
え
ら
れ
る
。

         　

   　

小
田
議
員

　
こ
の
修
正
案
は
支
所
機
能
を
低
下
さ
せ
る
も
の
で
は

な
く
、
今
後
、
行
政
と
し
て
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
行
財
政
改
革
に
繋
が
っ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、

状
況
の
変
化
に
応
じ
た
対
応
と
し
て
適
当
と
考
え
る
。

　
　
　
　

 　

増
田
議
員

　

市
民
か
ら
は
支
所
の
今
後
の
体
制
を
不
安
視
す
る

声
も
複
数
出
て
お
り
、
支
所
の
あ
り
方
も
し
っ
か
り

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
行
政
も
地
域
も

考
え
る
、
そ
し
て
議
会
も
考
え
る
。
こ
れ
が
共
創
で

は
な
い
か
。

　

討　
　

論

議
案
第
１
０
９
号
「
三
次
市
行
政
組
織
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
（
案
）」の
委
員
会
修
正
案

         　

 　
杉
原
議
員

　
限
ら
れ
た
職
員
を
効
率
的
に
効
果
的
に
配
置
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
課
長
級
が
支
所
を
管
理

し
、
所
属
職
員
を
統
括
し
て
い
く
責
任
者
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
ま
し
て
や
支
所
機

能
に
は
全
く
影
響
を
生
じ
さ
せ
な
い
と
考
え
る
。

　
　
　
　

 　

宍
戸
議
員

　
支
所
長
が
課
長
級
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
お
の
ず
と

支
所
内
で
決
裁
が
完
結
し
な
い
案
件
が
発
生
す
る
。
災

害
時
の
対
応
で
は
、
支
所
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き

か
っ
た
。
そ
れ
が
全
て
副
市
長
決
裁
と
い
う
こ
と
に
な

れ
ば
、
支
所
内
で
決
裁
が
完
結
し
な
い
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
地
域
住
民
の
不
安
、
あ

る
い
は
批
判
が
起
こ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。

反

　対
賛

　成

反

　対
賛

　成

反

　対

賛

　成

反

　対

こんなことが決まりました令和５年12月定例会

原案（執行部案）

●「支所部」を新設し、北部（君
田・布野・作木）と南部（吉
舎・三良坂・三和・甲奴）に
支所部長（北部・南部各１
名）を置く。

●支所長を「課長級」とする。

賛
成
少
数

に
よ
り
否
決

討
　
論

原案に対する「委員会修正案」

●支所部（北部・南部）は置かない。
●支所長を「部長級」、支所次長を「課長級」
とする。（現行どおり）

賛
成
多
数

に
よ
り
可
決

討
　
論

原案に対する「議員提出修正案」

●支所部（北部・南部）は置かない。
●支所長を「課長級」とする。

※修正案の部分を除く原案については、可決しました。

議案第 109 号「三次市の行政組織条例等の一部を改正する条例（案）」の審議の結果

 本会議の採決の様子
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定
例
会
で
、各
常
任
委
員
会
に
審
査
付
託

と
な
っ
た
議
案
等
に
つ
い
て
、12 
月
８
日
～

12 
日
に
各
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会    
12 
月
8
日
開
催

産
業
建
設
常
任
委
員
会   

12 
月
11
日
開
催

各
委
員
長
報
告
の

全
文
は
こ
ち
ら
→

 連合審査の様子

【
付
託
議
案
】

　

議
案
第
１
１
０
号
「
三
次
市
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
案
）」

ほ
か
８
議
案

【
審
査
結
果
】

　
い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と

お
り
可
決

【
議
案
に
対
す
る
意
見
】

　

議
案
第
１
１
９
号
「
財
産
の
無
償
譲
渡

及
び
無
償
貸
与
に
つ
い
て
は
」、本
議
案
可

決
後
に
あ
っ
て
も
、譲
渡
完
了
ま
で
の
間

は
、利
用
者
に
支
障
が
な
い
よ
う
設
置
者
と

し
て
必
要
な
修
繕
等
は
責
任
を
持
っ
て
対

応
さ
れ
た
い
。

総
務
常
任
委
員
会　

    

12 
月
12 
日
開
催

【
付
託
議
案
】

　

議
案
第
１
１
６
号
「
三
次
市
空
家
等
対
策

の
推
進
に
関
す
る
条
例
（
案
）」

【
審
査
結
果
】

　
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

【
議
案
に
対
す
る
意
見
】

　
空
き
家
の
実
態
把
握
に
つ
い
て
は
、住
民

【
付
託
議
案
】

　

議
案
第
１
０
６
号
「
三
次
市
遊
休
財
産
等

利
活
用
促
進
条
例
（
案
）」ほ
か
５
議
案

【
審
査
結
果
】

　
議
案
第
１
０
９
号（
修
正
案
の
部
分
を
除

く
）

　
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

　
議
案
第
１
０
９
号
修
正
案　
賛
成
多
数
を

も
っ
て
可
決

　
議
案
第
１
０
９
号
以
外　
い
ず
れ
も
全
員

一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

　

定
例
会
で
、予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
審

査
付
託
と
な
り
ま
し
た
議
案
７
件
に
つ
い

て
、12 
月
13 
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

【
付
託
議
案
等
】 

　

議
案
第
１
２
２
号
「
令
和
５
年
度
三
次
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）（
案
）」ほ
か

６
議
案

【
審
査
結
果
】

　
い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と

お
り
可
決

議
案
第
１
０
９
号
「
三
次
市
行
政
組
織

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
案
）」

に
対
す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
提
案
理
由
）

　
支
所
部
を
設
け
る
こ
と
は
、地
方
自
治
法

第
１
５
８
条
第
２
項
に
定
め
る
「
事
務
及
び

事
業
の
運
営
が
簡
素
か
つ
効
率
的
な
も
の
と

な
る
よ
う
十
分
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」に
そ
ぐ
わ
な
い
と
考
え
る
。災
害
対
応

に
つ
い
て
は
現
在
の
体
制
の
維
持
が
必
要
で

あ
る
し
、地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
説
明
等
も
十

分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

【
議
案
に
対
す
る
意
見
】

　
修
正
案
に
反
対
の
意
見
と
し
て
、組
織
と

し
て
す
っ
き
り
す
る
の
は
い
い
こ
と
の
よ
う

に
思
え
る
が
、部
長
職
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と

に
賛
成
で
き
な
い
。三
次
市
全
体
を
考
え
て

い
く
う
え
で
現
在
の
ま
ま
と
い
う
の
は
違
う

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
、と
い
っ
た
意
見

や
、支
所
部
が
複
雑
で
煩
雑
で
あ
る
と
は
思

え
な
い
。支
所
部
が
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て

地
域
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
こ

と
は
な
い
と
思
う
。支
所
の
存
続
と
い
っ
た

話
に
発
展
す
る
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
。と

い
っ
た
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、修
正
案
に
賛
成
の
意
見
と
し
て
は
、

地
域
の
理
解
が
で
き
て
い
な
い
と
い
う
の
が

一
番
の
理
由
で
あ
る
。支
所
機
能
が
低
下
し

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
が
あ
る
。と

い
っ
た
意
見
や
、三
次
市
ま
ち
・
ゆ
め
基
本

条
例
に
掲
げ
る
協
働
の
意
味
に
お
い
て
も
、

市
民
へ
の
き
ち
ん
と
し
た
説
明
が
な
い
ま
ま

進
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。と
い
っ
た
意

見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
議
案
は
採
決
の
結
果
、賛
成
多
数
に
よ

り
修
正
案
は
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
、修

正
案
を
除
く
原
案
に
つ
い
て
は
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

（
※
紙
面
の
都
合
上
、意
見
の
要
旨
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。）

自
治
組
織
等
と
連
携
し
て
定
期
的
に
把
握
が

で
き
る
仕
組
み
を
検
討
し
、積
極
的
に
実
態

調
査
の
推
進
を
図
ら
れ
た
い
。ま
た
、市
民
の

安
全
を
確
保
で
き
る
よ
う
、し
っ
か
り
と
し

た
緊
急
安
全
措
置
の
実
施
体
制
を
確
立
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

委
員
会
審
査

各
常
任
委
員
長
報
告

予

算

審

議

2024（令和6）年2月10日発行 4



市議会ブースを出展しました
　10月 22日（日）に開催された「第２回みよし商工まつり」に、三次市議会としては初めての取組となる、
ブース出展を行いました。
　当日は広報広聴常任委員会の８名の委員が参加し、「シール投票」と「議会クイズ」を実施しました。シー
ル投票は「あなたが興味を持っているテーマをお聞かせください」として、こちらから提案するテーマの中で
優先度１位から３位までの項目にシールを貼ってもらいました。議会クイズは「大人向け」と「子ども向け」を
用意し、会場に掲示している議会の取組内容をヒントにしながら答えてもらいました。
　シール投票には約300人、議会クイズには約160人の方に参加いただきました。ありがとうございました。

シール投票結果
子育て・教育 医療・福祉 防　災 交通・インフラ 文化・スポーツ
1位 2位 3位 1位 2位 3位 1位 2位 3位 1位 2位 3位 1位 2位 3位

得票数 115 47 29 61 76 41 22 24 39 13 33 35 32 29 18
合　計 191 178 85 81 79

地域活動 商工業 環　境 農　業 その他
1位 2位 3位 1位 2位 3位 1位 2位 3位 1位 2位 3位 1位 2位 3位

得票数 15 21 41 23 26 26 7 21 35 10 19 28 5 1 4
合　計 77 75 63 57 10

得票数総合計 896
「その他」の主な意見	 	 	
●女性議員の数を増やす施策をお願いします。
●小さい町だからできる、大きな事をしたいです。

補正予算の概要はこ
ちら　12 月補正予
算をご覧ください→

■ 主な使い道　　　　　　　　　
 ・指定管理施設電気料金高騰対策支援補助金
 ・小学校教師用指導書購入事業
 ・生活保護扶助経費
 ・現年災害農業施設復旧事業
 ・こども医療公費負担事業
 ・ 担い手育成・強化事業補助金
 ・職員人件費等
 　 （特別職・一般職・会計年度任用職員）
 ・有害鳥獣被害防止対策事業補助金
 ・特別支援学級整備事業

《 繰 越 明 許 費 》　追加  18 件　　市制施行２０周年記念事業ほか
《債務負担行為》　追加　１件　　下荒瀬最終処分場施設運転管理
　　　　　　　　　　　　　　　委託業務
　　　　　　　　変更　６件　　文書等配送委託業務ほか

《 地 方 債 》　変更　４件　　浄化槽設置整備事業ほか

 特別会計 12 月補正予算　３会計
【国民健康保険特別会計】　
【 診 療 所 特 別 会 計 】　
【 介 護 保 険 特 別 会 計 】

企業会計 12 月補正予算　２会計
【病院事業会計】
　業務の予定量
　 （施設整備事業）
　資本的支出
　債務負担行為　追加

【下水道事業会計】
　収益的支出　

令和5年度 一般会計予算の補正（第6号）

3億581万7千円追加 総額 407億4,067万8千円
　
　　     6,000 万円
　　     5,000 万円
　　     4,900 万 3 千円
　　     3,660 万円
　　     2,270 万円
　　     1,473 万 1 千円
　　    
　　     1,323 万 3 千円
　　     1,173 万 5 千円
　　     1,065 万 7 千円
　　    　  　　　　ほか

補正額

　
　　    　713 万円
　　    　▲ 64 万 6 千円
　　     1,148 万 8 千円

▲ 1 億 3,372 万 9 千円

▲ 1 億 3,372 万 9 千円

　　　　　　　　　0 円
　　　　（同額増減補正）

令和5年度 一般会計予算の補正（第５号）

■使い道　・住民税非課税世帯等臨時特別給付金
404億3，486万１千円4億653万9千円追加補正額 総額 ※補正額は全額、新型コロナウイルス感染症

対応地方創生臨時交付金事業です。

4 億 653 万 9 千円

1 億 4,932 万 1 千円
　　 2,000 万円

令和5年度 一般会計予算の補正（第７号）

■使い道　・子育て応援金事業
　　　   ・畜産飼料価格高騰対策支援事業

1億6,932万１千円追加補正額 ※補正額は全額、新型コロナウイルス感染症
対応地方創生臨時交付金事業です。409億999万9千円総額

●結婚したい。チャンスをください。	
●子育てと仕事が両立できるように。

※本会議初日に可決されました。

※当日の様子は表紙を
　ご覧ください。
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広島県立日彰館高等学校広島県立日彰館高等学校

広島県立三次中学校広島県立三次中学校

11
24金

　主権者教育の一環として３年生の皆さんと意見交換を行
いました。少人数のグループに分かれ、政治の話から将来
の夢の話まで、幅広いテーマで話ができ、とても充実した
時間となりました。

●三次に帰ってカフェを開きたいという夢や、大好きな三次市を
どうしたら住み良くできるかを真剣に語ってくれ、本当に素晴
らしい意見交換会であった。
●ざっくばらんな意見交換会は、議員を身近に感じてもらう良い形
だと思うので継続してもらいたい。

　３年生の皆さんが「総合的な学習の時間」に
作成されている「県北地域活性化案」について
各グループから報告があり、その内容について
意見交換を行いました。

12
21木

　「県北地域活性化案」のクラス内発表会があ
り、10 グループから企画の提案がありました。
大変緊張されたと思いますが、どのグループも
堂々と発表されていました。

　　議員の話はどうでしたか
生徒：三次市のために、どのような取組をしてい

るのか詳しく知ることができました。

　　議会や議員に期待することはありますか
生徒：これから社会に出る若者が働きやすい環境

を作っていって欲しいです。

議員に感想を聞きました

生徒の
感 想

●三次市の将来について真剣に考えていることが伝わってきた。
一旦市外へ出ても、将来三次に帰ってくれることを期待し
たい。

議員に感想を聞きました

11
16木

広島県立三次高校定時制課程広島県立三次高校定時制課程

　「政治的教養の教育」として１年生から４年生の皆さ
んに出前授業を行い、その後、広報広聴常任委員会の委
員と意見交換を行いました。

●生徒たちが積極的に発言して
くれた。次年度もこのような
意見交換会を開催して欲しい。

議員に感想を聞きました

12
20水
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どうしたら住み良くできるかを真剣に語ってくれ、本当に素晴
らしい意見交換会であった。
●ざっくばらんな意見交換会は、議員を身近に感じてもらう良い形
だと思うので継続してもらいたい。
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作成されている「県北地域活性化案」について
各グループから報告があり、その内容について
意見交換を行いました。
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21木

　「県北地域活性化案」のクラス内発表会があ
り、10 グループから企画の提案がありました。
大変緊張されたと思いますが、どのグループも
堂々と発表されていました。

　　議員の話はどうでしたか
生徒：三次市のために、どのような取組をしてい

るのか詳しく知ることができました。

　　議会や議員に期待することはありますか
生徒：これから社会に出る若者が働きやすい環境

を作っていって欲しいです。

議員に感想を聞きました

生徒の
感 想

●三次市の将来について真剣に考えていることが伝わってきた。
一旦市外へ出ても、将来三次に帰ってくれることを期待し
たい。

議員に感想を聞きました

11
16木

広島県立三次高校定時制課程広島県立三次高校定時制課程

　「政治的教養の教育」として１年生から４年生の皆さ
んに出前授業を行い、その後、広報広聴常任委員会の委
員と意見交換を行いました。

●生徒たちが積極的に発言して
くれた。次年度もこのような
意見交換会を開催して欲しい。

議員に感想を聞きました

12
20水

三次市議会

「議員と話そう」 を開催しました。
　今年度は名称を新たに『三次市議会「議員と話そう」』に変更し、11 月１日から 28 日まで、市内 19 会場
で開催し、延べ 258 名の参加がありました。
　２部構成とし、第１部ではパワーポイントを使用して３常任委員会の活動報告を行いました。第２部では、ワー
クショップ形式による意見交換を行い、議会運営や議員活動、市政全般に対する多くのご意見やご提言をいた
だきました。

こ
ん
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た

　

意
見
提
言
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
か
ら
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
人
口
を
増
や
さ
な
い
と
市
と
し
て
の
活
動
が

低
下
し
て
い
く
。
人
口
を
増
や
す
た
め
の

施
策
を
具
体
的
に
進
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

●
芸
備
線
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
、
利
用
時
間

を
含
め
た
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
で
乗
車
人
数

が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

●
イ
ノ
シ
シ
も
賢
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
圃
場

に
防
護
柵
を
し
て
も
効
果
が
な
い
。
高
齢

化
も
進
み
対
策
に
困
っ
て
い
る
。

●
道
路
な
ど
の
管
理
面
で
、
長
期
で
草
が
生
え

に
く
い
方
法
や
、
管
理
し
や
す
い
方
法
を

調
査
研
究
し
て
ほ
し
い
。

開催日 会　　場　　名 参加者数

11月  1日
粟屋コミュニティセンター 8

川地コミュニティセンター 18

11月 2日

みわ文化センター 9

酒屋コミュニティセンター 13

川西コミュニティセンター 12

11月  7日 十日市コミュニティセンター 7

11月  8日 よっしゃ吉舎 17

11月10日
作木山村開発センター 19

三次市三良坂支所 18

11月13日
甲奴健康づくりセンター ゆげんき 15

河内コミュニティセンター 16

11月15日 三次ふれあい会館 17

11月17日 君田生涯学習センター 15

11月21日 八次コミュニティセンター 4

11月22日

青河コミュニティセンター 11

和田コミュニティセンター 4

布野生涯学習センター 18

11月27日 田幸コミュニティセンター 22

11月28日 神杉コミュニティセンター 15

合　　　　　計 258

成
果
や
課
題
、
今
後
の
改
善
な
ど

　
開
催
状
況
や
ご
意
見
・
ご
提
言
・
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
等
を
踏
ま
え
、
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

で
今
後
の
改
善
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
次
回
の
開
催
に
向
け
て
の
改
善
策
等
に
つ
い

て
、
今
後
、
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

１　

成
果

●
参
加
者
と
議
員
の
距
離
が
近
く
、
議
員
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
あ
っ
た
た
め
、

質
問
や
意
見
を
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
が
で

き
た
。

２　

運
営
上
の
課
題

●
テ
ー
マ
を
し
ぼ
り
、
地
域
に
合
っ
た
課
題
で

意
見
交
換
す
べ
き
で
あ
る
。

●
参
加
者
を
い
か
に
増
や
す
か
。（
若
い
世
代

を
含
む
）

三和会場

作木会場
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三
次
市
で
は
、旧
三
良
坂
小
学
校
体
育
館
を

主
な
会
場
と
し
て
「
不
用
物
品
即
売
会
」が
開

催
さ
れ
て
い
る
。加
え
て
「
メ
ル
カ
リ
Ｓ
ｈ
ｏ

ｐ
ｓ
」に
市
公
式
シ
ョ
ッ
プ
が
開
設
さ
れ
た
。

シ
ョ
ッ
プ
開
設
に
至
っ
た
理
由
に
つ
い
て

伺
う
。

　

道
の
駅
と
い
う
概
念
が
誕
生
し
て
30
周
年

を
迎
え
る
。道
の
駅
は
単
な
る
休
憩
所
で
は

　

業
務
の
変
化
や
公
共
施
設
の
廃
止
な
ど
に
伴

い
、使
用
す
る
機
会
が
な
く
な
っ
た
物
品
な
ど

の
活
用
に
つ
い
て
は
、不
用
物
品
即
売
会
を
開

催
し
て
き
た
が
、開
催
日
が
限
ら
れ
て
い
る
な

ど
課
題
も
あ
っ
た
。こ
の
た
め
、公
式
シ
ョ
ッ
プ

を
開
設
し
、リ
ユ
ー
ス
活
動
の
さ
ら
な
る
推
進

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

　

経
営
改
善
に
向
け
た
経
費
削
減
、各
部
門
の

見
直
し
を
継
続
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、営

業
努
力
や
新
た
な
産
品
開
発
な
ど
に
よ
る
利
用

客
増
加
や
収
益
性
向
上
に
向
け
た
取
組
を
さ
れ

て
い
る
。市
と
し
て
も
課
題
解
決
、経
営
の
向
上

に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、引
き
続
き
、情
報
提
供

や
協
議
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

積
極
的
な
市
所
有
の
財
産
処
分
を

今
後
の
道
の
駅
の
あ
り
方
は

限
り
あ
る
資
源
を
有
効
活
用
し
て
い
く

経
営
向
上
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て

い
く

桑
田
総
務
部
長

才
田
布
野
支
所
長

布野ふれあい市場

質問1答弁1質問2

答弁1

藤
ふじ

井
い

憲
けん

一
いち

郎
ろう

と も え

動 画

一般質問一覧

令和５年12月定例会　一般質問

　

今
後
の
人
口
減
少
な
ど
で
歳
入
が
減
少
し

　

財
源
の
大
幅
な
増
加
が
見
込
め
な
い
中
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
が
、
令
和
８
年
度
に
は
経
常
収
支
比
率
が

１
０
０
％
を
超
え
る
予
想
が
示
さ
れ
た
。
現

在
の
自
主
財
源
・
経
常
収
支
・
実
質
公
債
の

比
率
の
数
値
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
今
後
の

財
政
運
営
を
行
う
考
え
か
。

　

共
創
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
こ
う
と

す
る
の
で
あ
れ
ば
、住
民
の
理
解
な
く
し
て

は
で
き
な
い
と
考
え
る
。現
在
常
会
や
自
治

組
織
の
弱
体
化
が
進
ん
で
い
る
。行
政
は
、ど

の
よ
う
に
連
携
し
て
地
域
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

　

こ
れ
か
ら
は
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は

何
か
な
い
か
、と
い
う
こ
と
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
探
っ
て
も
ら
う
、そ
う
い
っ
た
意
識
の

醸
成
と
い
う
も
の
が
今
後
も
っ
と
必
要
に

な
っ
て
く
る
時
代
だ
と
感
じ
て
い
る
。も
ち

ろ
ん
短
期
間
で
一
気
に
変
わ
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、訴
え
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、市

民
、地
域
、事
業
者
、様
々
な
と
こ
ろ
と
連
携

し
な
が
ら
、今
後
の
三
次
市
の
共
創
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
い
う
決
意
で
あ
る
。

三
次
市
の
財
政
の
数
値
評
価
は

健
全
性
を
維
持
し
、持
続
可
能
な
財
政

運
営
に
努
め
る

今
後
の
三
次
市
の
共
創
を
行
う
決
意

で
あ
る

細
美
副
市
長

福
岡
市
長

小
お

田
だ

伸
しん

次
じ

と も え

動 画

三次市財政計画

質問1答弁1

質問2答弁2
各
住
民
自
治
へ
の
取
組
は

て
く
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、経
常
収

支
比
率
が
高
く
な
っ
て
く
る
が
、そ
の
他
の

数
値
は
、健
全
性
を
維
持
し
て
い
る
。引
き
続

き
、歳
入
の
確
保
や
事
業
の
選
択
と
集
中
に

取
り
組
み
な
が
ら
健
全
性
を
維
持
し
、持
続

可
能
な
財
政
運
営
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

な
く
、地
域
の
情
報
発
信
源
で
あ
り
、本
市
の

特
徴
を
見
せ
る
事
の
で
き
る
貴
重
な
場
で
あ

る
。布
野
町
の
道
の
駅
に
も
積
極
的
な
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
体
制
が
必
要
と
考
え
る
が
、い
か
が

か
。

　

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
道
の
駅
の
役
割
も
変

化
し
つ
つ
あ
る
と
考
え
る
。い
ず
れ
に
し
て
も
、

道
の
駅
が
主
体
と
な
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
取
組
を

期
待
し
、主
体
性
を
し
っ
か
り
と
大
事
に
し
な

が
ら
、今
後
も
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

主
体
性
を
大
事
に
し
な
が
ら
今
後
も

見
守
っ
て
い
く

福
岡
市
長

答弁2

※
経
常
収
支
比
率
…

　

財
政
構
造
の
弾
力
性
を

判
断
す
る
た
め
の
指
標

で
、
数
値
が
低
い
ほ
ど

財
政
に
余
裕
が
あ
る
と

い
え
る
。

　

実
質
公
債
費
比
率
…

　

比
率
が
高
く
な
る
ほ

ど
、
借
入
金
返
済
の

資
金
繰
り
が
厳
し
い

こ
と
を
表
す
。

2024（令和6）年2月10日発行 8



　

行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動
に
当
た
っ
て
最
も

重
要
な
の
は
、情
報
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

広
く
市
民
に
情
報
提
供
を
呼
び
か
け
る
中
で
、

市
民
か
ら
さ
さ
い
な
情
報
で
あ
っ
て
も
提
供
し

て
も
ら
う
こ
と
が
官
民
協
働
に
よ
る
命
を
守
る

取
組
、共
創
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。こ
の

よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、今
後
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
る
。

　

増
加
傾
向
で
あ
る
行
方
不
明
者
の
捜
索
に
つ

い
て
、
早
期
発
見
の
重
要
性
か
ら
、
地
域
住
民

な
ど
有
志
の
方
々
と
の
連
携
も
含
め
た
捜
索
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

三
次
市
と
し
て
調
査
や
研
究
が
で
き
な
い
か
、

所
見
を
問
う
。

　

火
災
発
生
情
報
の
連
絡
に
つ
い
て
、支
所
管

内
で
は
、音
声
告
知
放
送
を
利
用
し
た
連
絡
手

段
が
あ
る
が
、旧
三
次
市
管
内
で
は
放
送
さ
れ

て
い
な
い
。避
難
や
初
期
消
火
を
目
的
と
し
た

地
域
へ
の
周
知
や
消
防
団
員
へ
の
連
絡
手
段

拡
充
と
し
て
、全
市
内
に
お
い
て
音
声
告
知
放

送
を
利
用
し
た
方
法
を
導
入
す
べ
き
と
考
え
る

が
、所
見
を
問
う
。

　

基
本
的
に
市
民
に
は
警
報
装
置
や
家
庭
用
の

消
火
器
等
を
準
備
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。周
知
に
つ
い
て
は
、確
実
に
多

く
の
消
防
団
員
へ
知
ら
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
が
、音
声
告
知
放
送
が
よ
い
の
か
、そ
の
他
の

手
段
が
よ
い
の
か
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き
研

究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

行
方
不
明
者
の
捜
索
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

へ
の
取
組
が
必
要
で
は
な
い
か

官
民
協
働
で
命
を
守
る
取
組
を
進
め

て
い
く

引
き
続
き
研
究
し
て
い
く

福
岡
市
長

山
田
危
機
管
理
監

藤
ふじ

岡
おか

一
かず

弘
ひろ

明日への風

動 画

　

市
の
管
理
す
る
県
道
「
和
知
三
次
線
」「
穴

笠
三
次
線
」
は
、
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

市
街
地
北
部
を
東
西
に
結
び
、願
橋
を
含
め
て
、

本
市
の
都
市
基
盤
を
支
え
る
重
要
な
路
線
で
あ

る
。
今
後
、
旭
橋
の
改
築
等
大
規
模
整
備
や
願

橋
の
橋
梁
管
理
が
必
要
だ
が
、
将
来
的
な
管
理

体
制
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

　

県
立
三
次
中
学
校
は
デ
リ
バ
リ
ー
給
食
で
あ

る
。三
次
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
提
供
す
る

こ
と
に
よ
り
、生
徒
は
温
か
く
美
味
し
い
旬
の

食
材
や
地
元
の
食
材
を
取
り
入
れ
た
給
食
を
食

べ
る
こ
と
が
で
き
る
。地
元
産
品
・
地
元
業
者

の
利
用
促
進
の
観
点
か
ら
も
効
果
的
で
あ
る
。

県
と
必
要
経
費
を
分
担
し
た
上
で
、給
食
を
提

供
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
沿
線
は
、防
災
上
重
要
な
施
設
や
主
要

な
観
光
資
源
が
集
積
す
る
極
め
て
重
要
な
エ
リ

ア
で
あ
る
。こ
の

よ
う
な
重
要
な

道
路
イ
ン
フ
ラ

に
つ
い
て
は
定

期
点
検
や
橋
梁

整
備
の
実
施
な

ど
、長
寿
命
化
対

策
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。今
後

の
抜
本
的
な
整

備
に
当
た
っ
て

　

県
立
三
次
中
学
校
の
給
食
に
つ
い
て
は
、県

教
育
委
員
会
が
提
供
方
法
を
決
定
し
て
い
る
。

学
校
給
食
は
保
護
者
負
担
を
除
け
ば
、義
務
教

育
諸
学
校
の
設
置
者
の
負
担
と
さ
れ
て
い
る
。

三
次
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
提
供
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、県
教
育
委
員
会
と
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

市
の
管
理
す
る
県
道
の
将
来
的
な
管
理

体
制
は

県
立
三
次
中
学
校
へ
三
次
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
学
校
給
食
の
提
供
を

長
寿
命
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る

県
教
育
委
員
会
と
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る

加
藤
建
設
部
長

宮
脇
教
育
次
長

※
上
下
分
離
方
式
…
線
路
や
駅
な
ど
を
管
理
す
る
会
社
と
、

列
車
を
運
行
す
る
会
社
に
分
け
る
こ
と
。

質問1答弁1

質問2答弁2

質問1答弁1

質問2答弁2

火
災
発
生
時
に
音
声
告
知
放
送
を
利
用

し
た
連
絡
手
段
導
入
が
で
き
な
い
か

増
ます

田
だ

誠
とも

宏
ひろ

明日への風

動 画

 火災を発見したら緊急連絡や避難を

　

社
会
情
勢
に
応
じ
て
道
路
の
役
割
も
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。今
後
も
広
島
県
と
し
っ
か
り
検

討
、協
議
し
な
が
ら
道
路
整
備
に
つ
い
て
着
実

に
進
め
て
い
き
た
い
。

広
島
県
と
検
討
、協
議
し
て
い
く

福
岡
市
長

答弁2 は
国
・
県
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。併
せ
て
、県
道「
和

知
三
次
線
」や「
穴
笠
三
次
線
」と
い
っ
た
三
次

市
街
地
に
お
け
る
県
管
理
路
線
網
の
再
編
に
つ

い
て
も
広
島
県
に
要
望
し
て
い
る
。

三次町内の県道「和知三次線」の未改良区間
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本
市
で
は
18
歳
ま
で
切
れ
目
な
い
支
援
と
し

て
ネ
ウ
ボ
ラ
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
進

学
の
段
階
で
切
れ
目
が
で
き
て
い
る
と
の
声
を

聞
く
。
子
ど
も
の
ど
の
ス
テ
ー
ジ
段
階
で
も
状

況
が
分
か
れ
ば
か
か
わ
り
方
や
支
援
の
方
法
も

変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
と
思
う
が
、
現
在
あ
る

様
々
な
情
報
の
フ
ァ
イ
ル
を
一
元
化
し
、
切
れ

目
が
な
い
支
援
が
で
き
な
い
か
。

　

年
々
増
加
す
る
不
登
校
の
原
因
は
様
々
で
、　

学
校
以
外
の
居
場
所
づ
く
り
も
急
務
で
あ
る
。

　

学
校
以
外
の
居
場
所
と
し
て
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、本
市
に
は
、ま
だ
３
箇
所

の
み
で
あ
り
、新
た
な
立
ち
上
げ
や
運
営
な
ど

に
対
し
て
の
支
援
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
通
う

た
め
の
費
用
へ
の
支
援
も
行
え
な
い
か
伺
う
。

　

現
在
、本
市
に
お
い
て
は
広
島
県
の
モ
デ
ル

事
業
で
あ
る「
子
供
の
予
防
的
支
援
構
築
事
業
」

　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
は
様
々
な
運
営
形
態
が

あ
り
、指
導
体
制
や
施
設
に
つ
い
て
も
実
施
団

体
に
よ
っ
て
様
々
だ
と
認
識
し
て
い
る
。そ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、財
政
的
な
支
援
と
し
て
は

課
題
も
あ
り
難
し
い
と
考
え
る
。本
市
と
し
て

は
、一
人
一
人
の
学
ぶ
場
、居
場
所
を
し
っ
か

り
と
作
っ
て
い
く
取
組
へ
の
支
援
を
し
て
い

き
た
い
。

不
登
校
対
策
と
し
て
多
様
な
居
場
所
へ

の
支
援
を

令
和
６
年
度
に
本
格
運
用
を
行
う
予
定

学
ぶ
場
、
居
場
所
づ
く
り
へ
の
支
援
を

し
て
い
く

立
花
福
祉
保
健
部
長

迫
田
教
育
長

　

地
域
未
来
づ
く
り
事
業
の
報
告
で
は
、
44
年

後
の
人
口
推
計
は
２
７
，
６
８
３
人
と
推
計
さ

れ
て
い
る
。
子
育
て
の
環
境
、
教
育
の
環
境
を

整
え
、
結
婚
し
よ
う
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
よ

う
と
思
わ
れ
る
政
策
が
必
要
で
あ
り
、「
給
食

費
の
無
償
化
」
を
提
言
す
る
が
所
見
を
伺
う
。

　

吉
舎
町
檜
地
区
に
太
陽
光
発
電
設
備
施
工
中

に
土
砂
災
害
が
発
生
し
、住
民
は
不
安
な
状
態

で
生
活
し
て
い
る
。林
地
開
発
許
可
は
妥
当
で

　

近
年
、学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
独
自
で
導

入
す
る
自
治
体
も
あ
る
が
、完
全
無
償
化
に

つ
い
て
は
、将
来
に
わ
た
っ
て
財
政
支
出
を

伴
う
点
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
捉
え
て
お

り
、国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

林
地
開
発
許
可
に
当
た
っ
て
は
、災
害
・
水

害
防
止
、水
源
の
確
保
、環
境
の
保
全
に
つ
い
て

確
認
し
、そ
れ
ら
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が

な
い
場
合
に
許
可
を
し
て
い
る
。吉
舎
町
檜
地

区
の
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
工
事
に
つ
い
て

は
、許
可
基
準
に
沿
っ
て
い
る
も
の
と
認
め
、

許
可
を
し
て
い
る
。事
業
者
に
対
し
て
は
、施

工
中
も
含
め
、土
砂
災
害
が
発
生
し
な
い
条
件

を
付
し
て
許
可
し
て
い
る
が
、濁
水
や
土
砂
流

出
等
が
発
生
し
た
場
合
は
、関
係
部
署
と
も
情

報
共
有
し
現
地
確
認
を
行
い
、指
導
を
行
っ
て

い
る
。要
望
書
に
つ
い
て
は
、令
和
４
年
７
月
の

大
雨
に
よ
る
被
害
に
伴
い
提
出
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、事
業
者
に
対
し
て
再
発
防
止
の
指
示
を

行
っ
た
。事
業
者
に
お
い
て
は
、土
砂
の
撤
去

等
、速
や
か
に
対
処
し
て
い
る
。

給
食
費
の
無
償
化
を

林
地
開
発
許
可
は
妥
当
で
あ
っ
た
か

国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く

基
準
に
沿
っ
て
い
る
も
の
と
認
め
、

許
可
を
行
っ
た

宮
脇
教
育
次
長

中
廣
産
業
振
興
部
長

横
よこ

光
みつ

春
はる

市
いち

真 正 会

動 画

質問1答弁1

質問2答弁2

質問1答弁1質問2

答弁2

徳
とく

岡
おか

真
ま

紀
き

明日への風

動 画

 吉舎町檜地区の
太陽光発電設備設置工事の箇所

 三次市の妊娠・出産・子育て相談
支援センター「ネウボラみよし」

18 

歳
ま
で
の
切
れ
目
な
い
支
援
の
た
め

に
情
報
の
一
元
化
を

に
参
加
し
、母
子
保
健
・
福
祉
・
教
育
な
ど
の

子
ど
も
に
関
す
る
情
報
を
一
元
化
し
、そ
の
情

報
を
基
に
Ａ
Ｉ
が
リ
ス
ク
予
測
を
行
い
、調
査

を
踏
ま
え
て
必
要
な
予
防
的
支
援
が
行
え
る
よ

う
、健
康
推
進
課
・
子
育
て
支
援
課
・
学
校
教

育
課
・
社
会
福
祉
課
・
情
報
政
策
課
で
運
用
に

向
け
て
準
備
を
行
っ
て
い
る
。

あ
っ
た
の
か
。許
可
し
た
後
に
林
地
開
発
許
可

基
準
が
改
正
さ
れ
て
い
る
が
、業
者
に
指
導
し

て
い
る
の
か
。ま
た
、檜
地
区
の
区
長
名
で
要
望

書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、市
と
し
て
ど
の
よ

う
に
対
応
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。
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様
々
な
社
会
情
勢
の
影
響
に
よ
る
電
気
代
、

燃
料
代
、
飼
料
代
の
高
騰
に
よ
り
酪
農
業
の
生

産
現
場
は
苦
し
ん
で
い
る
。
国
や
県
の
飼
料
高

騰
対
策
補
填
金
等
の
緊
急
対
策
は
、
ど
の
よ
う

に
発
動
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
児
童
生
徒

に
は
冬
休
み
期
間
中
も
牛
乳
を
飲
む
よ
う
、
呼

び
か
け
て
は
ど
う
か
。

　

令
和
５
年
度
の
配
合
飼
料
価
格
安
定
制
度

の
発
動
状
況
は
国
と
県
を
合
わ
せ
る
と
、１
ｔ

当
た
り
４
月
か
ら
６
月
ま
で
が
１
３
，９
５
０

円
、７
月
か
ら
９
月
ま
で
が
１
２
，２
５
０
円
と

な
っ
て
い
る
。

酪
農
業
の
窮
状
に
支
援
を

支
援
策
の
実
施
を
考
え
て
い
く

中
廣
産
業
振
興
部
長

　

三
次
市
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
を
基
に
、
ま
ち

ぐ
る
み
の
対
策
推
進
を
強
化
し
て
い
る
が
、
狩

猟
免
許
・
罠
猟
免
許
取
得
補
助
の
増
額
、
狩
猟

者
・
駆
除
班
の
報
奨
金
や
処
遇
を
改
善
し
、
従

事
者
の
育
成
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
、
多

面
的
機
能
支
払
制
度
が
わ
か
り
に
く
い
。
人
・

農
地
プ
ラ
ン
の
切
替
え
に
は
認
定
農
業
者
の
経

営
安
定
な
ど
様
々
な
課
題
を
活
か
し
、
地
域
農

業
の
確
立
を
目
指
し
て
は
ど
う
か
。

　

高
齢
者
、
障
害
者
の
急
病
に
緊
急
通
報
装
置

が
有
効
で
あ
る
。
普
及
啓
発
と
利
用
状
況
は
ど

う
か
。
ま
た
、
特
殊
詐
欺
発
生
の
抑
止
力
に
な

る
防
犯
機
能
付
電
話
機
等
の
購
入
費
補
助
事
業

を
早
期
に
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に
対
す
る
補
助
金
は
市
町

に
よ
っ
て
異
な
る
が
、本
市
で
は
、捕
獲
補
助
金

の
他
に
出
動
手
当
や
活
動
補
助
、箱
罠
の
管
理

費
、猟
犬
の
治
療
費
な
ど
を
補
助
し
て
お
り
、総

合
す
る
と
、他
の
市
町
と
比
較
し
て
も
決
し
て

低
い
補
助
内
容
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
、多
面
的
機

能
支
払
制
度
に
つ
い
て
は
、活
動
内
容
や
交
付

金
の
使
い
道
等
が
構
成
員
の
皆
さ
ん
に
伝
わ
る

よ
う
に
指
導
し
て
お
り
、引
き
続
き
相
談
等
が

あ
れ
ば
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
よ
う
考
え
て
い

る
。ま
た
、こ
れ
ま
で
の「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」が
、

法
改
正
に
よ
り
、地
域
で
の
話
し
合
い
に
よ
っ

て
将
来
の
農
地
利
用
の
在
り
方
を
明
確
化
す
る

「
地
域
計
画
」と
「
目
標
地
図
」を
策
定
す
る
こ

　

新
規
就
農
者
の
育
成
確
保
と
本
市
の
農
業

を
リ
ー
ド
す
る
担
い
手
や
小
規
模
農
家
等
、多

様
な
担
い
手
の
育
成
強
化
を
図
り
、将
来
に
わ

た
っ
て
農
地
の
適
正
な
維
持
管
理
が
行
わ
れ
る

よ
う
、今
後
も
持
続
可
能
な
地
域
農
業
の
確
立

を
め
ざ
し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

鳥
獣
被
害
対
策
と
地
域
農
業
の
確
立
を

市
民
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を

守
る
機
器
の
活
用
を

低
い
補
助
内
容
で
は
な
い
と
考
え
る

今
後
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く

中
廣
産
業
振
興
部
長

福
岡
市
長

質問1答弁1

質問1答弁1

質問2 答弁2

齊
さい

木
き

　 亨
とおる

真 正 会

動 画

鈴
すず

木
き

深
み

由
ゆ

希
き

動 画

真 正 会

※
キ
ッ
ズ
ビ
ュ
ー
…
保
育
所
の
先
生
と
保
護
者
を
つ
な

ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ

と
と
な
っ
て
い
る
。農
地
所
有
者
の
意
向
、地
域

の
担
い
手
の
意
向
を
踏
ま
え
、Ｊ
Ａ
等
の
関
係

機
関
と
連
携
し
、策
定
を
推
進
し
て
い
く
。

　

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
よ
る
被
害
が
全
国
各
地
で

発
生
し
て
い
る
。三
次
市
の
隣
町
で
も
人
的
被

害
が
あ
り
、ク
マ
の
生
息
数
は
増
加
傾
向
に
あ

る
と
思
わ
れ
る
。指
定
管
理
鳥
獣
と
し
て
の
捕

獲
対
象
と
な
る
よ
う
県
へ
要
望
書
を
提
出
し
て

は
ど
う
か
と
考
え
る
が
、市
の
見
解
を
伺
う
。

　

市
内
全
て
の
児
童
生
徒
、保
護
者
に
対
し
、食

育
だ
よ
り
を
通
じ
て
牛
乳
の
飲
用
に
つ
い
て
啓

発
を
行
っ
て
い
く
。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
指
定
管
理
鳥
獣
の
対

象
と
な
る
よ
う
要
望
を

牛
乳
の
飲
用
に
つ
い
て
啓
発
を
行
っ
て

い
く

迫
田
教
育
長

質問2 答弁2

　

市
と
し
て
は
飼
料
価
格
等
の
高
騰
に
対
し
、

国
や
県
の
支
援
策
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
支

援
策
の
実
施
を
考
え
て
い
き
た
い
。

福
岡
市
長

　

国
や
県
に
対
し
て
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
対
策
強

化
に
つ
な
が
る
鳥
獣
保
護
管
理
法
の
改
正
に
つ

い
て
要
望
を
行
う
と
と
も
に
、県
に
よ
る
生
息

個
体
数
、被
害
状
況
な
ど
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
に
基
づ
き
、一
定
の
捕
獲
が
可
能
と
な
る
よ

う
引
き
続
き
広
島
県
市
長
会
等
を
通
じ
て
、第

二
種
特
定
鳥
獣（
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
）管
理
計
画
の

見
直
し
を
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

引
き
続
き
要
望
し
て
い
く

福
岡
市
長

答弁1

　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
は
民
生
委
員
や
三

次
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、備
北
地
区
消

防
組
合
な
ど
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

11
月
現
在
で
１
，５
５
３
件
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

民
生
委
員
等
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
る

立
花
福
祉
保
健
部
長

答弁1
　

市
で
は
こ
れ
ま
で
出
前
講
座
や
防
犯
活
動
、

チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
に
よ
り
特
殊
詐
欺
の
発
生

防
止
を
図
っ
て
い
る
。現
時
点
で
は
補
助
事
業

は
考
え
て
い
な
い
が
、引
き
続
き
電
話
に
よ
る

特
殊
詐
欺
防
止
の
た
め
の
電
話
機
、あ
る
い
は

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
つ
い
て
促
し
て
い
く
。

可
能
な
限
り
周
知
に
努
め
て
い
く

山
田
危
機
管
理
監

答弁2
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計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て「
基
本
的
な
視
点
」

の
み
ん
な
で
つ
く
る
、
み
ん
な
で
め
ざ
す
計
画

と
あ
る
が
、「
み
ん
な
」
と
は
誰
か
。
ま
た
、「
み

ん
な
」
は
そ
れ
ぞ
れ
立
場
が
違
う
。
丁
寧
に
そ

れ
ぞ
れ
の
計
画
策
定
を
す
べ
き
で
あ
り
、
実
効

性
・
生
活
の
安
定
に
つ
な
が
る
計
画
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
で
は
。

　

看
護
師
不
足
の
現
状
と
課
題
を
ど
う
捉
え
て

い
る
の
か
。募
集
し
て
も
応
募
が
な
い
と
言
う

が
、そ
の
打
開
策
と
し
て
、他
市
で
も
行
っ
て
い

る
初
任
給
調
整
手
当
の
導
入
を
し
て
は
ど
う

か
。ま
た
、短
時
間
勤
務
が
守
ら
れ
て
い
な
い

ケ
ー
ス
や
、当
直
等
の
28
時
間
以
上
の
長
時
間

勤
務
等
の
解
消
へ
の
取
組
は
。

　

三
次
市
ま
ち
・
ゆ
め
基
本
条
例
に
お
け
る「
市

民
」の
定
義
に
沿
っ
て
、総
合
計
画
で
は
「
み
ん

な
」と
表
記
し
て
い
る
。そ
う
い
う
考
え
の
も
と

で
市
民
や
地
域
、企
業
が
一
緒
に
な
っ
て
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

今
後
も
計
画
素
案
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
す
る
な
ど
、市
民
か
ら
の
多
様
な

意
見
を
反
映
し
た
次
期
総
合
計
画
を
策
定
し
て

い
く
。

　

初
任
給
調
整
手
当
の
制
度
設
計
に
つ
い
て
、

新
し
い
病
院
で
の
経
営
の
こ
と
も
勘
案
し
、引

き
続
き
調
査
検
討
に
努
め
て
い
く
。ま
た
、拘
束

時
間
が
長
い
点
に
つ
い
て
は
配
慮
が
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。現
在
、副
師
長
を
中
心

に
人
員
配
置
の
見
直
し
の
検
討
を
し
て
お
り
、

長
時
間
労
働
の
改
善
に
つ
い
て
取
組
を
進
め

て
い
く
。

み
ん
な
で
つ
く
る
第
３
次
総
合
計
画

策
定
は

市
立
三
次
中
央
病
院
建
設
に
向
け
て

労
働
条
件
改
善
を

市
民
か
ら
の
多
様
な
意
見
を
取
り
入
れ

て
い
く

調
査
検
討
に
努
め
て
い
く

笹
岡
経
営
企
画
部
長

片
岡
市
民
病
院
部
事
務
部
長

　

生
徒
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
の
任
期
は
短
く
、

自
転
車
通
学
の
距
離
規
制
の
変
更
の
よ
う
な
大

き
な
変
革
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。

教
育
委
員
会
が
三
次
市
全
体
の
事
と
し
て
検
討

し
て
は
い
か
が
か
。

　

自
転
車
通
学
を
許
可
す
る
要
件
に
つ
い
て

は
、各
中
学
校
が
学
区
の
広
さ
や
地
理
的
条
件
、

周
辺
の
道
路
状
況
等
、そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に

沿
っ
て
定
め
て
い
る
。 

　

教
育
委
員
会
と
し
て
も
学
校
の
方
か
ら
相
談

や
助
言
を
求
め
ら
れ
れ
ば
一
緒
に
考
え
て
い
く
。

各
学
校
で
考
え
て
い
く
課
題
だ
と
捉
え

て
い
る

迫
田
教
育
長

質問1答弁1

質問2答弁2

質問1答弁1

竹
たけ

原
はら

孝
たか

剛
よし

会 派 未 来

動 画

山
やま

田
だ

真
しん

一
いち

郎
ろう

清 友 会

動 画

キ
リ
リ
パ
ー
ク（
五
龍
川
貯
留
施
設
）

に
設
置
さ
れ
て
い
る
カ
メ
ラ
の
利
活
用

に
つ
い
て
問
う

中
学
生
の
自
転
車
通
学
の
自
由
化
は

で
き
な
い
か

　

防
災
面
で
の
カ
メ
ラ
映
像
の
活
用
に
つ
い
て

は
、慎
重
に
判
断
し
て
い
く
。な
お
、河
川
の
水

位
情
報
や
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
映
像
な
ど
の
防
災
情

報
に
つ
い
て
は
国
土
交
通
省
や
広
島
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
ら
の

情
報
も
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

慎
重
に
判
断
し
て
い
く

加
藤
建
設
部
長

答弁2

当直勤務の様子（市立三次中央病院）

質問2
　

畠
敷
・
願
万
地
地
区
で
は
、危
険
な
行
為
に

も
関
わ
ら
ず
、深
夜
で
も
大
雨
が
降
る
度
に
水

位
を
確
認
す
る
た
め
河
川
ま
で
出
向
く
方
々
が

い
る
。カ
メ
ラ
映
像
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
し
、住
民
が

貯
留
地
の
様
子
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、事
故
防
止
に
も
な
り
、安
心
安
全
な
街
づ
く

り
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、い
か
が
か
。キリリパークに設置されているカメラ
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こ
の
事
業
は
国
か
ら
の
交
付
金
を
活
用
し
、

本
市
出
身
で
市
外
に
在
住
し
て
い
る
学
生
へ
本

市
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
等
を
送
る
事
業
で
あ

り
、
令
和
４
年
度
で
終
了
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

が
５
類
に
移
行
し
た
も
の
の
、
未
だ
に
物
価
高

騰
は
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
学
生
へ
の
応
援

と
し
て
、事
業
の
継
続
の
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

　

民
間
企
業
で
は
、生
理
休
暇
の
名
称
を
「
ヘ

ル
ス
ケ
ア
休
暇
」や「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
休
暇
」と
変

更
し
、生
理
だ
け
で
な
く
、更
年
期
に
よ
る
体
調

不
良
や
不
妊
治
療
の
通
院
に
ま
で
範
囲
を
広
げ

て
い
る
企
業
も
あ
る
。本
市
に
お
い
て
も
職
員

が
休
暇
を
取
得
し
や
す
い
よ
う
名
称
変
更
し
て

は
ど
う
か
。市
の
考
え
を
伺
う
。

　

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
状
況
、行
動
制
限
、そ
の

よ
う
な
時
期
に
対
し
て
三
次
市
と
し
て
応
援

し
て
い
こ
う
と
実
施
し
た
事
業
で
あ
る
。現
段

階
で
の
実
施
は
考
え
て
い
な
い
が
、シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
活
動
と
し
て
、市
外
に
出
ら

れ
た
方
と
の
つ
な
が
り
を
持
続
可
能
な
も
の
と

で
き
る
よ
う
、今
後
も
、三
次
産
品
を
活
用
し
た

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
通
じ
て
、本
市
と
の
つ

な
が
り
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、三
次
産

品
や
本
市
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、「
生
理
休
暇
」は
通
称
で
使
用
し

て
い
る
。

　

休
暇
を
取
得
し
や
す
い
環
境
整
備
も
含
め
、

国
の
制
度
、他
の
自
治
体
や
民
間
の
事
例
な
ど

を
参
考
に
研
究
し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
学
生
応
援
事
業
の
継
続
の

考
え
は

生
理
休
暇
の
名
称
変
更
の
考
え
は

現
段
階
で
の
実
施
は
考
え
て
い
な
い

中
廣
産
業
振
興
部
長

桑
田
総
務
部
長

　

君
田
温
泉
運
営
会
社
の
清
算
業
務
は
年
内
を

目
途
と
承
知
し
て
い
る
が
、
現
在
の
進
捗
状
況

と
清
算
結
了
の
時
期
は
ど
う
な
る
の
か
。
そ
の

業
務
を
行
う
上
で
「
健
康
ふ
れ
あ
い
施
設
管

理
運
営
基
金
」
の
運
用
が
通
常
清
算
か
、
特

別
清
算
に
な
る
か
を
決
め
る
こ
と
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
新
た
な
運
営
団
体
を
「
君
田
温
泉
施

設
の
無
償
貸
与
に
係
る
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

募
集
要
領
」
で
公
募
さ
れ
た
が
、
事
業
継
続
期

間
10
年
間
、
施
設
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
等
に
１
億
円

の
補
助
金
、
施
設
管
理
経
費
が
多
額
を
要
す
る

こ
と
な
ど
か
ら
応
募
者
が
見
込
め
る
の
か
。
再

開
の
時
期
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

　

清
算
業
務
の
進
捗
状
況
と
し
て
は
12
月
に
は

支
払
債
務
を
履
行
し
、経
理
処
理
を
整
え
た
後
、

令
和
６
年
１
月
に
は
株
主
総
会
を
開
催
し
、清

算
業
務
に
関
す
る
状
況
報
告
と
決
算
見
込
に
関

す
る
経
理
状
況
を
提
示
す
る
予
定
で
あ
る
。今

　

公
募
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
の
修
繕
経
過

な
ど
マ
イ
ナ
ス
要
因
も
含
め
た
参
考
資
料
を
要

項
と
と
も
に
出
し
て
い
る
。そ
う
い
っ
た
と
こ

ろ
を
最
初
か
ら
広
く
出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
専
門
家
に
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ

て
い
る
。公
募
開
始
以
後
は
直
接
的
な
問
合
せ

は
な
い
が
、公
募
前
に
９
件
の
問
合
せ
を
受
け

て
い
る
。な
お
、現
時
点
で
再
開
時
期
に
つ
い
て

は
明
言
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

君
田
温
泉
運
営
会
社
の
清
算
状
況
と

運
営
再
開
は

12 
月
に
は
支
払
債
務
を
履
行
予
定

再
開
時
期
に
つ
い
て
は
明
言
で
き
な

い
状
況

中
廣
産
業
振
興
部
長

中
廣
産
業
振
興
部
長

質問1

答弁1質問2
他
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
研
究
し

て
い
き
た
い

答弁2

答弁1答弁2

質問1

宍
しし

戸
ど

　 稔
みのる

清 友 会

動 画

※
通
常
清
算
…
解
散
し
た
会
社
が
、
残
っ
た
債

務
を
全
額
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
と
き
に
取

ら
れ
る
清
算
方
法

　

特
別
清
算
…
解
散
し
た
会
社
に
債
務
超
過
の

疑
い
が
あ
る
場
合
な
ど
に
、
適
正
な
清
算
を

行
う
た
め
、
裁
判
所
の
監
督
下
で
行
わ
れ
る

清
算
手
続

　

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
…
自
治
体
・
官
公
庁

の
サ
イ
ト
で
入
札
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
で
、

広
く
参
加
者
を
募
る
方
式

重
しげ

信
のぶ

好
よし

範
のり

清 友 会

動 画

 三次市ふるさと学生応援事業

　

清
算
結
了
の
登
記
と
い
う
も
の
は
、完
了
時

期
は
来
年
の
４
月
ま
た
は
５
月
と
い
う
よ
う
な

段
階
に
な
っ
て
く
る
。

　
「
健
康
ふ
れ
あ
い
施
設
管
理
運
営
基
金
」に
つ

い
て
は
、清
算
が
済
ん
だ
段
階
で
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

堂
本
副
市
長

の
と
こ
ろ
は
通
常
清
算
に
な
ろ
う
か
と
い
う
ふ

う
に
清
算
人
か
ら
伺
っ
て
い
る
。
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９
月
に
令
和
４
年
度
の
全
国
の
不
登
校
児
童

生
徒
数
が
約
30
万
人
に
達
し
た
と
発
表
が
あ

り
、
前
年
度
比
約
５
万
４
千
人
増
え
て
い
る
。

国
も
来
年
度
予
算
を
前
倒
し
、
令
和
５
年
度
補

正
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も

検
討
ば
か
り
で
は
な
く
、
早
急
に
不
登
校
特
例

校
を
設
置
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　

広
島
県
の
死
因
第
２
位
の「
心
疾
患
」は
、
三

次
市
で
は
20
・
７
％
を
占
め
、広
島
県
平
均
の

16
・
８
％
を
上
回
っ
て
い
る
。高
齢
化
に
よ
る
高

血
圧
や
弁
膜
症
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、心
不
全

の
患
者
は
急
増
し
て
い
る
。Ｂ
Ｎ
Ｐ
検
査
を
三

次
市
の
特
定
健
診
項
目
と
し
て
増
や
す
こ
と
を

提
言
す
る
。

　

不
登
校
対
策
に
つ
い
て
は
、児
童
生
徒
の
学

び
の
場
や
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
の
確
保
及
び

県
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
、保
護

者
か
ら
の
相
談
へ
の
対
応
な
ど
、速
や
か
に
行

う
体
制
を
取
っ
て
い
る
。不
登
校
の
未
然
防
止

を
図
る
と
と
も
に
、学
び
の
多
様
化
学
校
（
不

登
校
特
例
校
）の
設
置
を
含
め
、市
全
体
で
の
学

校
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

心
不
全
の
早
期
発
見
や
憎
悪
傾
向
、治
療
効

果
の
確
認
に
役
立
つ
重
要
な
指
標
と
し
て
医
学

的
評
価
が
さ
れ
て
お
り
、三
次
地
区
医
師
会
か

ら
も
推
奨
す
る
助
言
を
も
ら
っ
て
い
る
。本
市

と
し
て
も
有
効
な
対
策
に
な
る
と
考
え
て
お

り
、三
次
地
区
医
師
会
と
連
携
し
な
が
ら
検
討

を
進
め
て
い
く
。

不
登
校
と
い
じ
め
対
策
は

三
次
市
特
定
健
診
へ
の
提
言

対
応
を
速
や
か
に
行
う
体
制
を
取
っ
て

い
る

連
携
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
る

迫
田
教
育
長

福
岡
市
長

　

和
牛（
肥
育
）、酪
農
家
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

飼
料
価
格
高
騰
や
子
牛
価
格
の
下
落
、物
価
高
、

光
熱
費
の
値
上
げ
等
に
よ
り
、
大
変
厳
し
い
経

営
が
続
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
国
や
県
は

緊
急
対
策
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
三
次
市
と

し
て
も
支
援
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

　

飼
料
費
等
の
高
騰
対
策
に
つ
い
て
は
、厳
し

い
状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。畜
産
経
営

の
安
定
化
を
図
る
た
め
、国
の
交
付
金
を
活
用

し
た
支
援
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し

て
お
り
、本
定
例
会
に
予
算
を
提
案
す
る
考
え

で
あ
る
。

国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
支
援
策
を

講
じ
る
必
要
が
あ
る

福
岡
市
長

質問1答弁1

質問2答弁2

質問1

答弁1

保
やす

実
ざね

　 治
おさむ

清 友 会

動 画

黒
くろ

木
ぎ

靖
せい

治
じ

公 明 党

動 画

　

骨
粗
し
ょ
う
症
を
市
が
実
施
す
る
検
診
の
検

査
項
目
に
追
加
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、三
次

地
区
医
師
会
か
ら
も
推
奨
す
る
助
言
を
受
け
て

い
る
。検
査
方
法
、費
用
、結
果
の
活
用
を
含
め
、

現
在
検
討
を
し
て
い
る
。

検
査
方
法
等
、
現
在
検
討
し
て
い
る　

立
花
福
祉
保
健
部
長

答弁2

畜
産
農
家
支
援
を
問
う

畜産農家の和牛と乳牛

心不全を起こすいろいろな病気

　

加
齢
な
ど
に
よ
り
、骨
密
度
が
減
少
す
る
骨

粗
し
ょ
う
症
に
な
る
と
骨
折
し
や
す
く
な
り
、

要
介
護
状
態
に
な
る
リ
ス
ク
も
高
く
な
る
。骨

粗
し
ょ
う
症
検
診
で
早
期
発
見
し
、適
切
に
治

療
す
る
こ
と
に
よ
り
要
介
護
状
態
に
な
る
リ
ス

ク
を
減
ら
せ
る
と
考
え
る
が
、市
の
見
解
は
。

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
事
業
を
問
う

質問2

※
Ｂ
Ｎ
Ｐ
検
査
…
心
臓
へ
の
負
担
の
程
度
を

大
ま
か
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
検
査
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食
料
自
給
率
向
上
に
は
農
家
の
減
少
を

食
い
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
10
年
間
で

５
，１
２
９
戸
が
３
，２
３
８
戸
に
減
少
し
て
お

り
、
小
規
模
農
家
が
守
っ
て
き
た
農
地
が
維
持

で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
所
得
補
償
や
農
機
具

購
入
の
補
助
金
等
、
農
家
へ
の
支
援
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　

鳥
獣
に
よ
る
被
害
は
拡
大
し
て
お
り
、深
刻

化
し
て
い
る
。駆
除
班
や
狩
猟
者
登
録
者
の
協

　

現
在
実
施
し
て
い
る
補
助
事
業
が
あ
る
が
、

様
々
な
観
点
か
ら
今
後
、多
様
な
担
い
手
と
い

う
位
置
づ
け
の
な
か
で
、ど
う
い
っ
た
支
援
が

必
要
な
の
か
い
ろ
い
ろ
な
視
点
で
考
え
て
い
き

た
い
。

　

鳥
獣
の
捕
獲
許
可
要
件
の
ひ
と
つ
に
、捕
獲

後
の
処
理
が
あ
る
。許
可
を
受
け
た
者
が
責
任

を
も
っ
て
最
終
処
分
ま
で
行
う
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、捕
獲
後
の
個
体
処
理
を
す
る
た
め
の
担

当
者
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置
は
考
え

て
い
な
い
。ま
た
、奨
励
金
の
統
一
は
、狩
猟
と

駆
除
は
、目
的
や
期
間
が
異
な
る
た
め
困
難
で

あ
る
と
考
え
る
。

持
続
可
能
な
農
業
対
策
が
必
要
で
は

な
い
か　

鳥
獣
被
害
対
策
の
強
化
が
必
要
で
は

な
い
か

今
後
い
ろ
い
ろ
な
視
点
で
考
え
て
い
き

た
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置
は
考
え

て
い
な
い

中
廣
産
業
振
興
部
長

中
廣
産
業
振
興
部
長

質問1答弁1質問2

答弁2

伊
い

藤
とう

芳
よし

則
のり

日本共産党

動 画

鳥獣捕獲体制の強化を

議
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

1月

12月

議会運営委員会
全員協議会
教育民生常任委員会
教育民生常任委員会
意見交換会（日彰館高校）
議会運営委員会、全員協議会
市議会トピックス出演（教育民生常任委員会）
意見交換会（広島県立三次中学校）
議会運営委員会
12月定例会本会議、全員協議会、広報広聴常任委員会
　　12月定例会本会議（一般質問）
議会運営委員会
3常任委員会（議案の調査研究）
教育民生常任委員会
産業建設常任委員会
総務常任委員会
予算決算常任委員会
広報広聴常任委員会
議会運営委員会、12月定例会本会議、議会運営委員会、全員協議会
議会運営委員会
市議会トピックス出演（正副議長）、意見交換会（三次高校定時制）
地域活性化案クラス内発表会（広島県立三次中学校）
市立三次中央病院建替等調査特別委員会
議会運営委員会、広報広聴常任委員会
総務常任委員会
広報広聴常任委員会、教育民生常任委員会
議会運営委員会、会派代表者会議、広報広聴常任委員会
市議会トピックス出演（市立三次中央病院建替等調査特別委員会）
全員協議会

1日
6日
7日

14日
16日
20日
22日
24日
30日

1日

5日
7日
8日

11日
12日
13日
14日
15日
18日
20日
21日
22日
12日
15日
16日
22日
24日
26日

議会のうごき
11月

2023（令和5）年11月1日～
　　　　　2024（令和6）年1月31日

行政視察受入状況　
11月 7 日　新潟県上越市議会（三次市地域の未来づくりアドバイス事業業務委託・　　
　　　　　 三次市女性活躍推進プラットフォーム事業「アシスタlab.」について）
　　15日　福岡県田川市議会（いじめ防止・不登校対策推進事業について）
１月24日　熊本県人吉市議会（予算決算常任委員会・高校生との意見交換会について）
２月 7 日　大阪府貝塚市議会（オンライン委員会について）

4日～6日

　

10
月
24
日（
火
）に
浦
田
愛
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
し
は
ら
山
の
が
っ

こ
う
副
理
事
長
）を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
議
員
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
年
度
は「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
け
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
役

割
」と
題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、「
感
想
や
疑
問
点
な
ど
を
自
由
に
お
し
ゃ
べ
り
す
る
ペ

チ
ャ
ク
チ
ャ
タ
イ
ム
を
取
り
入
れ
る
の
が
効
果
的
」と
い
っ
た
こ
と
や
、

「
参
加
者
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
発
言
で
き
る
よ
う
な
会
場
づ
く
り
も
重

要
で
あ
る
」と
い
っ
た
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

力
の
も
と
、市
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
置
し
、捕
獲
駆
除
体
制
を
強
化
す
べ
き
で

は
な
い
か
。ま
た
、奨
励
金
に
つ
い
て
は
捕
獲

と
駆
除
を
区
別
せ
ず
、統
一
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
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　三良坂町の中心部を流れる「馬洗川」。地元の有
志の皆さんが環境整備されている JR 三良坂駅の対
岸の土手には、春には桜、秋には彼岸花が美しく、
口コミで年々来訪者が増えています。
　美味しいお店も沢山ある三良坂町を散策してみま
せんか。　　　　　　　　　　　　（藤井憲一郎）

80

２
０
２
４（
令
和
６
）年
２
月
10
日
発
行

2 月 22 日（木）に開会する予定です。次回の定例会は

　広報広聴常任委員会では、今期様々な取組をして参りました。
具体的には、議員を身近に感じてもらおうと今年度より議会報
告 ･懇談会を三次市議会「議員と話そう」と変更し、19 会場
で開催いたしました。また、先進地に学び「みよし商工まつり」
での初めて議員ブースを出展し、多くの世代から関心を持って
もらいました。
　そのほかにも、市議会だより・高校生、中学生との意見交換
会、ピオネット出演等の企画運営も行っています。
　今期の委員会活動は残すところ２ヵ月となりました。「市民
参加型の議会」を目指しておりますが、道半ばです。
　４月には市議会議員選挙が実施され新しい議会構成となりま
すが、さらに市民の皆様お一人お一人の思いを政策に反映でき
る議会へと飛躍していきたいと思います。　　　（重信好範）

あとがき

ご意見やお問い合わせは　議会事務局へ

三 良 坂 町 「馬 洗 川 桜 土 手」

注 ト目 ス ポ ッ

霧の海霧の海

学習発表会学習発表会

広島県高等学校駅伝競走大会広島県高等学校駅伝競走大会

伊賀和志リレーマラソ
ン

伊賀和志リレーマラソ
ン

令和5年度三次市二十歳のつどい令和5年度三次市二十歳のつどい

みよし
いいね 　広報広聴常任委員

が市内で撮影した、

お気に入りの１枚を
ご紹介

TEL 0824-62-6179　FAX 0824-62-6110　E メールアドレス　gikaijimu@city.miyoshi.hiroshima.jp


